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フィリピンの
児童福祉事情
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　国家経済発展計画に組込まれた児童福祉施策の展望

　児竜福祉に対するフィリピン共和国の国家的施策な

いし政策方針は、1975年を節目として，活発な動きを

見せようとしている．

　その第1に，1975年6月10日大統領令第603号とし

て発効した児童青少年福祉法CChild　and　Y’outh　Wel－

fare　COde）が挙げられる．同時にこの法律に基づいて．

大統領府児童福祉委員会　（Office　of小e　Presklent：

Council　of　t卜e　varelfttre　of　ChiUren）が設置された．

これは保健・教育・福祉・労働・司法などの各省庁に

またがる，児童青少年稲制1にかかわる諸事項の調整・

総合企画・推進に当る中枢機関として機能する二とに

なるのである．

　第2には、1976年12月に第1回大統領主催児童育成

全国会議（Presldetit’s　17i’rst！’atitbnal　Conference　fOt

the　Development‘｝f　Children｝カ‘開催され．7イリヒ

ン児童のための10か年，1977年～1987年〔Decade”f　i　he

Filipino　Child，1977～1987｝が宣言さtt，大統領布告

2

1604Aとして．児童青少年育成のための国家行動計画

（1　atiotial　Plan　of　Aer　ion　for　rhe　Devek）pment　of　Chil－

dren　atUl　Youth・）の大綱が宣言された．

　第3には．1978年11月．ESCAP〔国連アジア太

平洋経済社会委貝会）後援のもとに．国際児童年アジ

ア太」£洋j也煉会議（Regiemal　Consultatinn　Otl　the　IYC

for　Asia　aTXi　Pacific｝を主催国としてマニラで開催し．

児童福祉推進向上のための一大国民啓発運動を展開し

たのであった．

　第4には、上記大統領布告を受けた形で、1978年4

月から1乍業に取掛かり，約1年の日月をかけて1979年

2月、フィIJビン児童のための10か年包括的国家計画

書（Comprehensive　Natiorva｜Pmgranlme　for　the　Decade

of　the　Filipinc｝Child　1977～1987）を発表したことであ

る．これは，フtリピンにおける児童の状況に関する

NEDA（国家経済発展機構）－UNICEF共同調

査（NE：DA－UNICEF　Srixdy　vn　the　Situation

～》fChildren　ill　tile　Philippines）のための基礎資料とし

て1乍製された兇童擁1漫文書lcMd　advocacy　docun：ent　）

でもある．

』・’一・．　・　　・
　含国の30％をrlIめる‘と貧1村階廟の鉦’C環境
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　（3）就学率と中途退学児童青少年問題

　7歳から12歳までの小学校義務教育就学率は98％と

報告され，意外に高い就学率である．しかし13歳から

16歳までの中等学校（現地では4年制のhigh　sahoo1と

呼んでいる）就学率は56％と激滅する．義務教育化さ

れていないこともその一半の原因であろうが，なんと

いっても貧困が最大の原因である．アジア発展途上国

児童に関する他の調査報告書によれば，小学校課程に

おいても，ましてや中学校課程においてはなおさち，

中途退学が30％から50％にも及んでいて、そのことの

ほうがもっと深刻な児童問題・社会問題であるという

指摘がなされている．フィリピンにおいても上記数字

壮，就学率というより，入進学率の数字であり，中途

退学の実情が．故意か偶然かわからないが，上記報告

書には統計的数字としては欠落しているようである．

　それでなければ．児童福祉対策の8つの柱の1つと

なっている不就学児童（OUt－of－school　youth）と勤労

青少年対策問題が．相関的に深刻な問題として取上げ

られている事情の説明がつかないであろう．

　フィリピン児童福祉推進の8つの柱

　7イt；ピン政府予算中，社会福祉関係支出は，1978

年20．6％，1979年25、1％と拡大基調にある．それだけ

児童福祉推進にも力を入れようとしているとい之よう．

しかし社会福祉事業を支える政府の力はまだ弱く、民

問社会福祉団体（大半はカトリック系）に大きく依存

している．そして公私ともにUNICEFのような国

連の資金や、欧米の国際民間児童福祉援助団体からの

資金援助によって，その財源のかなりの部分を支えら

れているのが実状のようである．
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世界の児童と母性
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子どもたち．不就学児童も多い．

」

　しかしこのリポートの前段で述べたように．政府・

民聞が全力を挙げて，フィIJピン児童の福祉水準向上

に突進しようとしている児童福祉関係者の熱意には，

胸を打たれるものがある．紙面が壷きたので，大統領

府児童福祉委貝会が掲げている児童福祉推進8つの柱

を列挙して，このリポートを締めくくることにする．

①基礎的強制予防接種の普及確立．

②早期発見予防警戒システムの整備確立．

③児童措置態勢全国ネットワークの整備確立．

④青少年非行対策網の整備強化．

⑤勤労青少年対策網の整備充実．

⑥国民的価値遺産の検証と継承伝達．

⑦適時遡切な危機的状況への介入システムの整備確立．

⑧児童人権擁護運動CchiH　adv㏄acy）の展開．
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タンザニアの子ども
一責任の分担一

硲未儀梨子
駐タンザニア日本大使館勤務

　はじめに

　タンザニアは東アブ1）カに位置し，インド洋に面し

た広大な国である．面積は日本の2倍半．ニエレレ大

統領のもとに，自立を目ざす社会主義的国づくりが進

められている。

　隣国のケニアは日本でもよく知られているが，タン

ザニアのことは．地味なお国柄のせいもあるのか，あ

まり知られていない．しかしキリマンジャロ山やセレ

ンゲッティ平原の名なら、国名よりも知名度が高いと

思われる．

　首都ダルエスサラーム市を含む海岸地方は高温多湿

で，7月と8月は涼しいが，それ以外の月は気温が24

C～35℃もあって蒸暑い．内陸部はキリマンジャロ山

ろくのモシ市，アルーシャ市などのように．セーター

の要るところもある．

　アフリカのいくつかの国にみられる部族問題は、タ

ンザニアにはほとんど存在しない．といっのは，120

以上もの小部族が散在しているため、深刻な利害対立

6

男の千．村の小学校で

にまで至らないのである．ことばはスワヒリ語が国語

であるが，各部族語も使用されている．

　多子家庭の子どもたち

　各家庭の子どもの数は日本に比べるとはるかに多い．

6人とか7人というのはざらである．あるタンザニア

人は「子どもが1人か2人の場合，われわれは「あの

家には子どもがいない』という．5～6人のときは「少

しいる」といい，9人くらい以上いると「あの家には

子どもがいるiという……」と言っていたが，これに

よれば日本のほとんどの家庭は第1のケースに収まっ

てしまうのではなかろうか．

　したがって家庭自体が長期にわたる絶好のしつけの

場であるとともに，協調精神を培う場となる．開発途

上国の例にもれず，就学前教育のための施設はほとん

どないが，子どもたちは雄大な自然のなかで木に登っ

たり，自分で工夫しておもちゃを作ったりして，多人

数のなかでもまれながらたくましく育っていく．工そう

いえぱ，タンザニアの小学校で，朝礼のときに生徒が

卒倒することは．きわめてまれだそうである．）



　私の家の隣の家庭（イシェンゴマ家）には，電話局

の技師である父親と35歳くらいの母親とのあいだに8

男3女，計11人の子どもがいて一日中にぎやかである．

　最初は「これではたいへんだろう」と思ったが，5年間

付合って気心が知れるにつれて，「これならば11人でも

やっていけそうだ」と納得するよう「になった．なにし

ろ子どもたちがよく働くのである．長女がご飯を炊く．

長男が洗たく物にアイロンをかける，次男が弟たちの

運動ぐつをざぷざぷ洗う，三男が庭木に水をやる，四

男がミルクとパンを買ってくる，次女が部屋の掃除を

する，幼ない三女が弟の歩行練習を根気よくみてやる

…… といったことが，薗発的に毎日繰広げちれていく．

長男は日本でいえば中三の受験期に当るときも，毎日

2時間くらいは家事を続けたうえ．見事に志望校に合

格した．

　子どものしつけ

　以上は特殊な例ではない．「自分の年齢に相応した仕

事を分担して，家庭または共同体のために尽す」とい

う考えかたは，アフリカの伝統杜会に深く根を下ろし

ているのである．ある家に行ったとき，6歳くらいの

女児が緊張した顔付きで、紅茶を飲んでいる私の手も

とばかりを見詰めていたので，「外人が珍しいのかしら」

と言うと、主婦は笑って「このあいだから来客のコッ

プや茶わんを、使用後洗い場まで運ぷ役をこの子に与

えたので，あなたが飲みおわった瞬間に運ぷ気なんで

しょう」と教えてくれた．

　しつけは非常に厳しい．その中心は勤労（課された

分担を果すこと）と，年長者へ敬意をはらうことであ

る．ずっとまえのことだが，新聞の投書欄に「われわ

世界の児意と母性

　女f’中学校の生徒

れは子どもを厳しくしつけすぎてはいないだろうか．

「どうしてあのムゼー（老人）にあいさつをしなかっ

た！」と父親に厳しくしかられて「したよ，ぼくはシ

カモー（年長者へのあいさつのことば）と言ったけれ

ど．あのおじさんが聞えなかっただけだよ……aと少

年が泣きながら弁明しているといった光景は，われわ

れの社会ではごくあt）触れたことであって，だれでも

Bに一度くらいは目にすることであろう」という観察

で始る投書が載ったことがあった。その「シカモー」

も，ただ発音すればいいといったものではない．その

ときのタイミング，姿勢，視線のやり場（あらぬ方を

向いてただ声だけ出すのも責めちれる）などに至るま

で，いちいち吟味される．

　タンザニア人の家族観と新しい問題

　タンザニア人は「拡張家族」と呼ばれる，大家族的

な血縁のきずなを実体あるいは観念として有している．

わかりやすくいえば、次男が急死したとすれば．長男

は遺児を自分の子同様に扶養するか，あるいは後見す

る．「いとこ」という語のある部族語はまれであって、

7



「いとこ」はほとんどの場合，「兄弟」と同じ語で表さ

れる．

　したがって伝統社会においては孤児といったものは

ほとんど存在しなかったが、近代化・都市化，異部族

間の結婚などの社会変動を背景に，孤児または近くに

面倒をみてくれる人のいない児童の存在が，最近顕在

化されはじめた．ダルエスサラーム市の郊外にある，

そういう子どもたちを収容する施設「クラシー二・チ

ルドレンズ・ホーム」をthttたことがある．母親の死亡，

失そうなどによるもの，未婚の母が出産して捨子をし

たと思われるケース，親が死んで親類も貧困・老齢・

病気などの理由で引取れないケースなど，入園の理

由はさまざまであったが，子どもたちはタンザニアの

水準をはるかに上回ると思われる優れた施設で，楽し

そうに暮していた．

　しかし政府は今後この種の施設を増設する計画はな

く．一時頂って、①社会福祉省の努力によって近親者

を見つける，②里親をみつける、などの方法で，子ど

もたちになるべく早い機会に「次の家庭」を与える方

針である，とのことだった．

　子どもの栄養障害と母親に対する実践的指導

　栄養の問題も重要である．タンザニアでは，はしか

は命取りの病気として恐れられている．これは，タン

ザニアのはしかそのものが特に凶悪な性質をもってい

るわけではなく，母親から受継いだ抵抗力と本人の栄

養などによるところが大きいのではないかと思われる．

そのため村のヘルス・センターの大きな仕事のひとつ

が栄養指導となる．特に蛋白質不足，鉄分不足、各種

ビタミンの不足と糖分の取過ぎがよくみられる．
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　しかしこれはなかなか難しい問題であるに違いない．

その土地にできない作物を摂取するように指導しても

無意味だし、牛乳を飲むように主婦に言うよりも，牛

を飼うだけの牧草のない村には，ミルクプラントから

村まで通ヒる道路を造るほうが先決となるだろう．

　そう思っているところに，おもしろい施設を見る機

会があった．まだ実験的な段階とのことだがT今後こ

の種のセンターがどんどん各州に広まっていくに違い

ないと思われた．この施設は．キリマンジャロ州にあ

る国立病院付属の栄養センターだという．まず巡回看

護婦や村の衛生指導員たちが．重度の栄養障害児（1

歳～8歳くらい｝を選びだす．その子たちが応急治療

のため同センターに送り込まれるのは当然としても．

おもしろいのはその母親たちもセンターに連れて来ら

れ、翌日から3週間徹底した栄養指導が行われるとい

う点である．母親たちは午前中は栄養学級に出席して

理論を学習し，午後は菜園や養豚場、鶏小屋などに散

って「チャクラポーラJ（栄養ある食物）の生産実技に

励む．これには「児童の栄養障害は，その子どもの問題

ではなく，母親の問題であり，母親の食生活観が変ら



ない限り．」’・どもの治療のみff弓ても無意味である一

という考えノ∫の裏付けかあるそうである

　3週開後．母親たちは．日分たちかセンターで．飼育

したひとつがいのうさぎをもらって、子どもと帰村す

る．．．うさぎは，これをもとに殖やし、「i3かの肉がない

ときでもうきぎ肉の蛋白質だけは確保し得る態勢．．を、

村でつくるため与・えられると聞いた，祁人登山客の多

いキリマンジャロ11｜のふもとでそんな試みかささやか

に続けられている．

　捨子対策センター

　タン＋rニアは、アフリカ．k陸のJtタンガニーカと，

インド洋ヒのザンンパル島かつく・、た連合共和国であ

るか、　」’宇否1ちょうしこう〕ク）輸出のたbに比較的

財政の豊かなザンジバルには、本1：にはない．興味深

い捨r対策・センターかある、この制度は．人聞社会に

は捨f・をするしか道がないはど追いつめられた母親か

1ぼおり出現するという現実をひとまず認めたうえで，

乳児か便所などに捨てられて死亡するといったイ：幸な

事態を雌けるために、国か捨r・を績極的に引取るシス

テムである．具体的には，児竜施設の・・部が捨」㌘1目窓

【1とな・一．ておリ．人Llはだれてもはいれるか．、内部か

ら見えないようになっていて、か二が置いてある．不

幸な母硯はここにそ・－tと赤ん坊を｛置いて「見とかめら

れたり逮捕されたりすることなく｝出ていく、いっほ

う24時開勤務体制の、内部のスタ．．’フは，かごと連動

するべILのi’：1：を聞きつけるやし・なや．出てい一．．て赤．f・

を収容し，整った粂件のなかでの養育を開始するわけ

である．

　これは捨∫・を奨励しているのでないことはもちろん

　｛ト　界　．ア．　‘J己　tP　　ご　 irj　t「｜

民二耐》ノ，’：F〆「・きるニノ哺≡みり㌧！f・　．：

てあり．現実には，イスラム教徒か多く．戒律ク）厳し

いサンジパハ」で．は．捨∫・はあまリ見られないと聞くが，

このアイテアには興・1床深いものがある．

　むすび

　タンザニアのy・どもたちは豊かな大自然のなかで、

父母の労働を毎1．．IHV．）あたりにしなから，元気に育っ

ていく．幼児の死亡率か高いこと．医者の数か少ない

こと、中学校の数か少ないことなど，問題はまだ山鎖

しているか，前述のような試み力独、1’1後いくつかし・っ

かりとこの杜会に根を．ドうしはしダ）ているのも‘封実て

ある．

　ジZマンネ［火曜日一火耀に生れたのでこの名か付

いた一｝やテでパイン＝－t仁人はメ5まえを裏切るか

も知れない」の意）やカシンコ．仁細い首の男」－Nl父

のあた名から一｜たちは．午日も私の家のぞぱで’フノ

トホr一ルに興Lている．

　いま’亡気：こ1丘、；．こ力］’・と’もたtノ；JJ・i）kノ×して祉会ク1パ㌣

1「を分担しはLめるころ，クンサニアほどう変．．，てい

くたろうか．
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1

ナイジェリアの子ども

藷

みや　　　　ささ　　　　や†

宮　　崎　　安
九段坂病院小児科医

子

　はじめに

　1968年から1972年の間，日本キIlスト教海外医療協

力会の援助によリ，主人とともに家族ぐるみで行った

ときのことである．そのころ，ナイジェリアは内乱（通

称ビアフラ戦争）の戦中戦後にかかっていた．

　1回目は西部州の田舎町イレシア，2回目は東部州

のオポボに行った．オポポはナイジェリアの人も敬遠

するほどの僻地であつた．

　同じナイジェリアでも，イレシアとオポボでは．使

っている言語も宗教も種族も風土も習慣も違っていた．

イレシアはヨルパ族で，ヨルバ語を使用，宗教はほと

んどがイスラム教，オポボはカラバ族で，エフィック

語を使用，宗教はキリスト教が多数を占めていた．

　このように同じナイジェリアのなかに，小さな部族

までいれると200もの部族があリ，言葉も異なっていた．

　足かけ4年滞在したが，外国人として見たり聞いた

りしたことには限度があり，また7年もまえになるの

で，現在では少し事情が異なると思う．

10

ビア7ラ戦争の死者で町にもはげたかが増加

　そのころ首都ラゴスムはすでに車があふれ，電気も

水道もあり，テレビもあリ，輸入製品がマーケ・ットに

出ていた．

　しかし車で30分も飛ばせぱ，うっそうたる密林に覆

われ，一本道は昼間でも暗いほどだった．そこには水

道も電気もなかった．昔ながらの土で造られた家があ

り，昔ながらの習慣に生きている人たちの生活がそこ

にあった．

　土の家は日中の暑さから，夜間の冷え込みから生活

を守る，日中は涼しく，夜闘は暖かく，気候に合った

造りであった．しかし雨季になると，滝のような雨が

降続くため，崩れて生き埋めに合うこともあった．

　ナイジェリアの子ども

　U｝よく働く子ども

　どこに行くにも，私たちは水と食物を準備する．あ

まり遅くならないうちに目的地に着くために，いつも

空が白みはじめるころ，午前5時ごろに出発した．夜

は泥棒や強盗に襲われることがあり危険だったので，

夜間はドライブしなかった．



　涼しい朝霧のなかではじめに出合うのは、決って子

どもの群だ．はだし・裸の子どもたち、なかにはやっ

と5～6歳になったばかりの子どもも混じっている．

みな頭に大きな水がめを載せて一本道の両側を，車を

避けながら早足に歩いていた．遊びたい盛りの子ども

たちがせっせと働いていた．

　水くみの仕事に次いで，もうひとつかれらが朝しな

ければなちない仕事は，たきぎ集めである．密林へた

きぎを集めにはいる．やはり頭上に、集めたたきぎを

載せて家路に急ぐ．

　この水くみ，たきぎ集めの仕事は，生やさしいもの

ではない．水くみについては，雨季はそれほどでもな

いが，乾季になると困難をきわめる．ナイジェリアの

乾季は4か月も5か月も一滴の雨もなく，草はすべて

枯れ尽し，鼻ものども皮膚も乾燥のためからからにな

る．月1の流れは細くなり，池の水もだんだん少なくな

り，干がたが加わってくる．時には一杯の水を求めて，

なんキロも歩いていかなければならないこともある．

　たきぎ集めも，はだレ裸の子どもにとっては危険な

仕事である．密林のなかには毒じゃ・さそり・大とか

げ、その他さまざまの昆虫や動物がいるのでたいへん

だ．破傷風菌や寄生虫が土のなかに含まれているから，

傷をしないように気をつけなければならない．

　②　運動神経抜群の子ども

　どの部落にも小さな学校・教会・マーケットなどが

ある．そのなかに必ずあるのが広いコート，そこでは

運動神経抜群の青年が炎天下でサッカーをしている．

かれらのエネルギー，たくましさを見ていると，圧倒

される．

　ばちんこ（Y字型の木にゴムをつけて石などを弾き

　　　　　　　　　　　　　　　　　世＃ク．1児京と母性

飛ばすおもちゃ）も子どもの一般的な遊びだった．百

発百中，得物を捕まえるために必要な技術であるが，

　　　　　　　　　　　　　　ll：みな上手だった．私どもの長男，雅は友達に借りてや

らせてもらったが．あまり上手にいかず．いつもうら

やましがっていた．

　木登りも上手で、わが家の庭に大きなマンゴーの木

があったカ㌔かれらはとても上手に登っていた．パパ

イヤ・バナナ・やしの木の実を採ったりするためにも，

木登りは生活に必要な技術である．木登りが上手か下

手かに生活がかかっている．その身軽さ，機敏さは，

遊びのなかに自然と訓練されていた．

　このようにエネルギーあふれる子どもたちの背後に，

数多くの赤ちゃんが病いに倒れていることを知ったの

は．イレシア病院の小児科の診療を手伝だったときだ

った．

　イレシァ病院にて

　私は主人と子どもの健康管理をするために同伴した

のであり，医者として働くつもりでなかった．しかし

2歳の長女，4歳の長男が思いもよらず，ナイジェリ

アの気候に憤れ，膚も言葉も違う人たちに慣れたこと，

すでに働いている主人から，病院，特に小児科が忙し

く，小児科医はイギリス人の若い女医さん1人だけで，

夜も昼もなく働き続けていることを知って，私でも役

に立つことがあればと手伝いはじめたことが働く発端

になった．

　小児科がなぜそんなに忙しいのか、それは5歳以下

の医療費が無料だったからだ．イレシア病院では5歳

以下ならば．お金がないために断られることはないの

だ．金持も貧しい人も平等に医療が受けられる．

11



1

　小児科の外来は1日に300人，時に685

人に及んだこともあつた．小児科の病棟

ほ60床あり、いつも満床だった．1年間

の入院患者数は2、889人．そのうち死亡児

は455人，15．7％の死亡率を示していた．

　どんな病気で入院していたか，そのこ
　　　　1／lt
ろの記録　をみると，①下痢，②肺炎、

結核，③麻疹、④貧血、⑤原因不明の発

熱，⑥栄養障害．⑦感染症，⑧百日咳．

⑨脳脊（せき｝髄膜炎，⑩骨折，である．

1人で3つも4つも病気をもっているf

どももいた．
子どもたち．前列右の2Kか筆者のf’

　栄養障害について

　お産に際しておかあさんが死亡したとき．双生児・

三つ児の赤ちゃんが生札たとき，母乳が出なくなった

とき，離乳がまだ始っていないときに次の赤ちゃんが

生れたとき，などは栄養失調になる．なぜならば日本

のように牛乳がない．粉乳が高価で買えない．それに

代る蛋白質源に乏しいからだ．赤ちゃんにとって母乳

がないことは，死を意味する．

　　　　　　　　3］　そのうえヨルパ族は礼儀作法，身なりに重点がおか

れ，食べることにはあまり注意が払われなかった．回

教徒の社会は男尊女卑であり、食べるものも、父・長

男が先においしいものを食べる，最後に子どもの食べ

るころには、かすのようなでんぷん食物のみとなる．

　そのうえいろいろの習慣があり、食生活に制約を受

ける．そのひとつの例として，卵を食べることを勧め

ると，「卵を食べると泥棒1こなる・と禁じられています」

という答が返ってくる．はじめ私はナンセンスと一笑

に付したが．その後，私どももナイジェリア流に鶏を

飼い、卵を食べると泥棒になるという気持がよくわか

ってきた．

　ナイジェリアでは鶏もやぎも豚も放し飼いにする．

動物は自由にみみずやかえるをつついたり，野草の種

や葉，バナナの皮やその他料理に使ったかすなどを食

べる．不思議に夜になると飼い主の家にもどってくる．

鶏にとって外は危険がいっぱい，へび・たか・ねずみ，

その他の動物にねらわれている．鶏は人間をいちばん

信頼し、大切な卵も居間の片隅に産み，卵を温めてひ

なをかえす．その信頼を裏切って卵を取って食べるな

ど，とてもできないことになる．

　高価な粉乳を買い，プラスチックのほ乳びんで飲ま

せることにも，問題があった．水が十分にないところ

で，ほ乳ピンをきれいに洗うことは難しいし，粉乳が

あまりにも高価なので飲残しを捨てることができず．

次のほ乳にそのまま使用してしまう．熱帯地方で日中

は、冷蔵庫がなければ腐敗してしまう．診察中に持っ
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ていたおかあさんのほ乳びんのなかのミルクが，腐敗

して酸臭を発していたことがある．

　人工栄養について指導するとともに、祖母の乳首を

吸わせることを勧めていた．吸わせているうちにホル

モンの働きが盛んになるのかどうかしらないが．その

祖母の乳房から乳が分泌してくる、もちろん量的にも

質的にも十分とはいえない．

　離乳時に使われるものは日本の「くず湯」のような

もので，砂糖を加え．熱湯を注いでできあがる，パフ

パフというものである．ほとんどがでんぷんなので，

蛋白質欠乏症（クワシオコール）が起ってしまう．

　　　　　　　　　　　　　　St
　1975年のTheodre　Kayの報告によると，このパフ

パフのなかに大豆粉を混ぜることで．栄養失調を防止

するのに成功したとある．大豆は非常に安く，また容

易に作れるので，この方法が浸透すれば，クワシオコ

ールも少なくなっていくのではないかと思われる．

　弱いものに対しての思いやり

　「卵を食べると泥棒になる」という習慣のなかにも現

れているが，生活はとても貧しいが．心は温かく、思、

いやりのある人々だった．

　小児科の外来で，よく重症の患者のなかに混じって，

重症心身障害児の赤ちゃんを見かけた．福祉施設がほ

とんどないナイジェリアでは，この子どもはどのよう

に扱われて育っていくか心配だった．

　日本ならば結婚できないようなハンディキャップを

もった母親が，祖母に助けられながら、診療に赤ちゃ

んを連れてきた．しばしば見かけたので婦長に尋ねる

と，「回教徒の人は奥さんをなん人もってもいい．しか

しそのなかに体の不自由な人を1人でももつと，天国

　　　　　　　　　　　　　　　　　世惇の児脱と杖性

に行けるといわれている」とのことだった．体の不自

由な人たちに親切にすることは，天国行きの切符が買

えるほど良いことになっている．

　私どもと親しく家族ぐるみで交際していた方の家の

ことであるが，子どもさんが4人いた．ところがその

1人は戦争孤児だという．戦争中，戦火を逃げている

ときに親にはぐれてしまったこの子がかわいそうなの

で．自分の子どもと一緒に育てているとのことだった．

いとも当り前のように話してくれたが，明日がわから

ないとき，食糧も十分でなく自分の子どもたちが飢え

るかもしれないときに，見ず知らずの孤児を自分の子

どもとして育てることは，なまやさLいことではない．

　まとめ

　ナイジェリアのオボポではひと口の冷たい水がどん

なに貴重だったか，ひとロの冷たい水を感謝と喜びで

味わったものだった．

　日本では福祉施設がふえてきているが，私たちは心

身障害をもっていらっしゃる人たちを，ナイジェリア

の人たちのように温かい心で見守ってあげているだろ

うか．また自分の家庭さえよければよいという気持ば

かりで，他の人たちのことを自分のこととしてとらえ

ているだろっか．

　今，私たちは豊かさに慣れてしまい，物に対する感

謝の気持が薄れてしまっている．しかし現在でも，世

界には8億もの人たちが，貧しさと飢えと病気にさち

されていることを忘れてはならないと思う．

1　寓瞬・∫』：畜体の一’．と吃t愛．新教鋤版oヒ刊．

2‘　〆‘碕亮・宮崎雀f’：＋インェ‘」す．辺埠｛こ▲5：「る扶壇、’1∫213ト医学のあがレみ， 扇10

　号．邦旬46力二311．
3‘K‘y．The“f撫二・トィンニ，，アにおけゐ大uの菅枝と茄白賓穴乏伎iK馳曲‘o政or．

　：ア戸ト防．臨床宋養．第侶巻第1号．閉和51年1月．
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レバノンの
家庭生活と子ども

はじめに

こ　　　　　や圭　　　　　n／r

小　　山　　則
ノ亡在ベイrレート

子

　私ども一家が主人の勤務に伴ってレバノンのベイル

ー トに着いて，もう10年という歳月がたった．

　その当時，中束という言葉は耳にする機会も少なく，

ましてレバノンという国は「遠い国」そのものであっ

た．

　今，中東の国々か世界中の注目を浴び，私たちにも

石汕資源の問題で身近に感じられる国になったが．10

年前には考えられないことであった．私か過した1968

年末から1970年末までの2年間は、時々起る中東紛争

などがあったとはいえ、ベイルートではともかく平和

に楽しく暮すことができた．で．これから書くことは

当時の平和なレバノンの姿であって、3年前の20か月

に’乏ぶ激しい内戦後，ベイルートがどのように変って

しまったかは想像がつかない．家族く’るみで親しくし

ていた友人・知人たちかヨーロ・バへ逃れたとか、行

方不明になったとか、殺害されたのではないかという

話を聞くにつけて心が痛む．

14

　レバノンの風土

　レバノン　O≒和匡Dは，面積でい之ばちょうど岐阜

県くらいの小国で，人U約300万人前後といわれてい

た．西は地中海に面し、北と束はシリア，南はイスラ

エIL・（：接している．地中海に面した細長い海岸地帯は，

温暖で肥えた’lt地が多く，オレンジやグレープフルー

ツなど．数多くの果実が豊かに実る．海岸地帯に併行

　　　　　ロして走る高さ平均約2，000mの山岳地帯は，冬は酷寒

で3～4か月も雪をいただき，中束では珍しくスキー

ができる．レバノンという国名は，アラム語のラバン

「白一に由来しているといわれる．周りの熱い砂ばく

の国々に比べ，「中束のスイスtと呼ばれるほど，良い

気候条件とすばらしい風景に恵まれている．

　首都ベイルートは、東のアジアと西のヨーロ・！ハを

つなぎ．また南のアラビアとエジプトを東西につなぐ

十字路であり，地中海を介すれば、西欧・アジア・中

東をつなぐ窓であるという地理的条件をもっている．

そのため了中東の窓、ともいわれている．

　四季のないこの国は，夏と冬しかなく、私どもは12

月末に着いたが，ちょうど冬の雨期に当り，時おり降

る激しい横なく’りの雨や，雷に驚かされた．雨期の1

月・2月が過ぎ．3月の末ごろ，突然暑い日がやって

くる．それまで着ていた上衣を脱ぎ．半そでのブラウ

ス姿になると．そのBから夏になるのである．アハー

トのベランダからながめる空は、米る日も来る日も真

っ青で’，雲ひとつなく晴れわたる．翻青色をした地中

海は穏やかに波ひとつない．半年以上も続く夏にあき
　　　　．

あきして11月にはいると，あるEI，突然激しく雨が降

る日があリ，その日から」二衣を着なくてはならない寒

さになり、まさしく冬になってしまう．



　露天のパン屋

　ベイルートの街

　ベイルートの街は少し突出た形で，二方が地中海に

臨んでいる．海岸地帯には超高級ホテルやピルが立並

び，目抜き通りには、ヨーロッパから直輸入の流行の

服装品がウインドーを飾り，またモダンなカフェテリ

アやレストラン・宝飾店・映画館が軒を並ぺている．

　街を歩く娘たちはt当時流行の最先端をいく超ミニ

姿であった．色白のかの女たちの好んで着るのは，鮮

かなオレンジ色・グリーン色で，澄みきった青い空や

海の色と調和して映えていた．いっぽう下町といわれ

る一帯には，貧しい身なりの労働者や，周辺の国々か

らやってきたと思われる色の黒いアラブ人や．黒いべ

一ルをかぶった婦人たちの姿が多くなった．

　3月一一10月の暑い日は，海に真っ赤な夕日の沈む時

間になると，海岸通りは若い人たちや子どもを大ぜい

連れた家族でにぎわう．アイスクリームの屋台や，さ

くらんぼう・オレンジ・マンゴーなどの搾りたてのジ

ュースを飲ませる屋台などが出て，まるでお祭のよう

である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　世界の児竃と母性

　宗教と生活

　レバノンは宗教にも独得なものを生み出している．

イスラム教国かと思っていたがそうではなく，公認さ

れている宗教だけでも10以上あるといわれているくら

いで，宗教が複雑に入組んだ国である．そこでレバノ

ンは宗教史の生きた博物館ともいわれているほどであ

る．キリスト教徒が過半数を占めており，4つのキリ

スト教と，3つのイスラム数が，主な宗派として存在

している．宗教は国民生活の末端に至るまで深く食込

んでおり、人々は自分がキリスト教徒か，イスラム教

徒か，ユダヤ教徒か，そして各々の宗教のどの宗派に

属しているかを明記したカードを持っている．そして

このことが，結婚・離婚・相続・養子縁組など¢）社会

生活すべてに関係するのである．

　日常生活と宗教との関係のひとつの例としては，国

民の祝日が1年に25日もある．これは各宗教・宗派に

顔を立てた宗教祝Hなのである．キリスト教のイース

ターは2度もあり，子どもの学校がその都度休日にな

ったりして驚いたが，宗派によって少し日がずれると

いうことの結果なのである．

　政治の面でも，大統領はマロン派キリスト教徒から，

首相はスンニ派イスラム教徒からというように、大臣

も各宗教・宗派で分けられているのである．私は現地

の人たちから，私の宗教についていろいろ聞かれるた

びに、今まであまり考えてもみたことのなかった宗教

について，改めて考えさせられ，宗教の強さというも

のを感じた．

家族

レバノン人は大家族主義といわれるほど， 日常の生

15



　ベイルート市街

活が家族を中心になされている面がみられる．この家

族のあいだに結ばれている愛情の深さと，相互の尊敬

と、家の伝統という強いきずなのために．個人の生活

をあ之て犠牲にすることも時々ある．代々続いている

家柄・家名や伝統を重んじる傾向は，古い社会に残っ

ており．家族の名声や評判は．その家族の各々にとっ

て大きな意味がある．現在でも都布を除いて多くの村

では、親子3代が一緒に生活するといった，大家族主

義が行われている．それも男性中心の，年長者を尊敬

し重んじる生活が行われている．極端な場合，ある村

は同宗教の同宗派の人で結ばれていて，ほとんどの人

が姻戚関係になっており，祖先は結局二の村の創設者

につながるということもある。

　ベイルートなどの都市では，夫と妻・子どもだけで

生活する人が多くなり，自分たちの生活のプラィバシ

ーが求められるようになってきた．しかし夫の家族や

親類とのつなが1）はやはリ深く，互いの事情に通じ合

うように心がけ．できるだけ多くの機会を得て訪問し

合っているようである．休日になん台もの車を連ね，

近くの山や海岸へ出かけ．大きな輪を作って楽しそう

16

に食事をしでいる光景を，私どももしょっ中見ること

ができた．

　子だくさん

　レバノン人は子だくさんであり，子どもを愛し，大

切に育てている．家名や伝統を守り続ける人は，子ど

もの誕生に，男の子を望んでいる．最近になって，男

性と女性の地位同等の認識がようやくなされはじめて

きてはいるものの，一般には男児の誕生がみんなに祝

福されている．殊に村にはこの習慣が残っていて．村

人たち一同で母親を祝福し，贈物をあげる．家では男

児誕生を祝して作る伝統的な食物を準備し，それを，

先祖代々の家名を継ぎ伝える男児を恵んでくれた神へ

の感謝のしるしとして，親類・近隣に届ける．

　レバノン人が信じている多くの宗教が賛成していな

いので，避妊は非常に現代的な人を除いて行われてい

ない．そのためか7～8人、あるいは10人くらいの子

だくさんの人が多くいる．

　出産は都市では病院でする人が多くなり，大学病院

のように，患者の支払能力によって診察料を取るとこ

ろもある．お産のあいだは，そばにいて慰めてくれる

親簸の婦人を1人か2人連れていく習慣があり、産婦

の周りはにぎやかである．家での出産を好む人もいて，

その場合はお産婆さんがとりあげる．貧しい階層の人

には無料の診療所があリ．病院で出産できるようにな

っている．栄養不良の赤ちゃんには、無料のミルクも

支給される．

　赤ちit・　kはできるだけ母乳で育てる．最近は離乳が

早くなってきたとのことだが、少しまえまでは男の子

は2歳くらいまで，女の千は1歳くらいまで，母乳を



飲ませていたそうである．レバノンの習慣では、生れ

た赤ちゃんはゆりかごで育てられる’きょうだいの多

い場合は，兄や姉がゆりかごを揺すって，歌であやし

ている．

　　■
　子どもの名前については，名付ける伝統的方法も残

っていて，長男は祖父の名をもちっていた．故人にな

ったおぱやおじの名前を付けることも多く．家族のな

かにいつまでも名前がとどまっている．聖人の名前を

付けることもあり，また生れた日がクリスマスなら．

アラブ語のクリスマスに当る名前になることもある，

ほとんどのアラブの名前は意味をもつので，両親がど

んな特性を望むかで、命名が考えらttる．

　子宝に恵れている人は、休日になると，10人近くの

子どもを1台の車に乗せてドライブに出かける．子ど

もたちの頭ではみ出しそうになっている車のなかは，

大きな声で歌ったり，はしゃいだり，それはそれは陽

気で楽しそうである．私どもは車になん人乗っている

かと，楽しみながら数えたものであった．

　学校と幼稚園

　学校は公立学校，私立学校，女性団体や教会の団体

で運営されている学校などいろいろある．これにもや

はり宗教・宗派の特色が伴っている．

　それに加えて主要な外国人向けの学校．アメリカン

スクール，プリティッシュスクール，フランス系ミッ

ションスクール，イタリアンスクール．ジャーマンス

クール，トルコ系スクールなどいろいろある．これら

の学校は必ずしも自国の人々だけに限定しないで，門

戸を広く開放している，私も子どもを，当初日本人学

校が未開校であったので，イタリアンスクール（英語

ロ堺の児度と母性

　小学校の学芸会．ベイルート

セクション）に入学させた．狭い町に数多くの学校が

あるため，朝はなん台ものスクールパスの走回る光景

が見られた．

　幼稚園も町では非常に普及している．幼稚園には，

2～3歳児のはいれるナーサ，）　一スクール（保育所）

も付設されていた．

　幼稚園のなかには遊び道具やおもちゃがほとんどな

く，遊ぷことよ，）も，小学校への準備教育が主という

感じの所もあった．私の子どもの通っていた幼稚園で

は，アラブ語・英語・フランス語の授業をし，簡単な

足し算・引き算・掛け算までやっていた．毎朝，幼稚

園の袋のなかにクッキーと三角ジュースのおやつを入

れたのを持って出かけ，昼には家に帰ってゆっくりと

昼食を食べる．午後は1時半ころから，ノートだけを

持って出かけ，授業を本格的に受けてくるという形で

あった．

　家に帰って子どもたちは暗くなるまで外で過し，サ

ッヵ一や鬼ごっこ，マーブル遊び，石けりなどをして

遊ぷ．夜は簡単な食事のあと，早い時間に寝かせられ

てしまう．
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る．2か月から5か月までの乳児には牛乳　6か月か

ら満1歳児には離乳食，1歳から1歳半児にはおかゆ，

1歳7か月から2歳児には米の軟らかいご飯，2歳以

上の幼児にはおとなと同じ普通のご飯を与える．子ど

もは保育所で昼食を食べる．昼寝のあとに，楽しみな

おやつが出る．

　子どもの健康管理にも関心が払われておリ，定期的

に健康診断と身体測定が行われる．そのうえ保母と親

との関係が密接であり，懇談会で子どもの発育状態，

育て方，しつけ方について意見が交換される．母親の

ためには、科学的な保育方法を書いてある新聞や雑誌

が配られる．

　上記のような保育所や幼稚園のほかに，長時間保育

する保育所もある．両親が仕事でやむをえず地方へ行

かなければならない場合のために，24時間保育の保育

所が建設された．しかし政府は子どもが両親と一緒に

生活することができるように，勤務時間・勤務場所を

輪なげ
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世界の児童と母性

　父母の出迎え風景

整える努力を行っている．また両親の都合によっては．

昼食と夕食を給食する保育所もある．

　保育所と幼稚園が日増しにふえているばかりでない．

童謡が作られたり，遊具やおもちゃなどの教材を生産

する軽工業も開発されてきている．

　おわりに

　ベトナムは30年間の戦争が終ったばかりである．ベ

トナムが統一された社会主義共和国になって，4年が

たった．統一された4年間，毎年，天災や洪水があり，

民衆の生活は実際に苦しくなっている．毎日の食事に

は、米に芋やとうもろこしやタピオカなどを混ぜて食

べなければなちないほど，物質的に乏しい暮しを送っ

ている．それにもかかわらず保育所・幼稚園・児童福

祉施設は急速にふえた．それゆえにわれわれは子孫の

世代が，物質的に豊かな環境、精神的に高貴な理想を

もった生活のできることを確信している．子どもが心

に豊かな芽をもち，将来．社会のために花を咲かせる

ことができるように，われわれベトナム人は，全力を

挙げているのであるt
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韓国の児童福祉と教育
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園長先生が絵画による情緒教育に深い関心をもって研

究されている．

　子どもと母親

　園の教育的輪郭は大よそこのようである．園児たち

は人懐こくてかわいちしい．私がカメラを向けると、

撮ってもらいたくて．レンズの延長方向にどっと寄っ

てくる．ことばができたら皆さんとどんなにかたくさ

ん話すことがあるだろうにと，それがもどかしい．

　白園長先生も言っておちれたが，最低の基本方針を

掲げて（保育室に絵や字で示してある），それ以上はわ

んぱくを気にかけず．自由にさせている．父兄からい

ろいろ言われたりするが，発達を重視しているとのお

話であった．

　筆者は今回と昨年，韓国で母子関係の実験を行った．

これは3種類の簡単な，しかし年齢よりは多少難しい

作業を3～4歳の子どもにさせて，傍らにいる母親が

どのように反応するかをみる．そして母の言動と子ど

もの言動が．どのように関連し合っているかをみるの

である．

　この実験は日本とアメリカで行われているが，ひと

口にいって韓国のおかあさま方は，少なくとも幼児に

対して教育を焦せちず．先回りして期待したり，指図

しすぎたり，ということはあまりしないようである．

子どもの気持をゆっくり、のんぴリ包んでいるように

みえる．

　ぶらんこに乗っている女の子の写真は，写真を撮っ

て欲しいと寄ってきた群から離れて2、3人いるところ

にカメラを向ltたものである．その恥じらいがまた好

ましかった．
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　ナザレ間保育所の先生方と筆者

　ナザレ園の日本女性ホーム

　この愛郷子どもの家はキリスト教主義の園である．

もう一つ，同ヒくキリスト教に基づく慶州のナザレ園

という社会福祉法人を見学させていただいた．ここの

常務理事の禺洗栄先生も，キリスト教精神をもって献

身的にナザレ園の運営に当っておられる．ここには保

育所もあるが，その他の福祉施設があり，私は次の所，

日本女性を収容しているホームを．萬先生のご案内で

訪問した．

　日本人の女性で平均60歳の年配の方たちが、韓国に

も日本にも身寄りがなくなって、ここに収容されてい

るのである．韓国人の夫に死に別れたとか，韓国人の

男性について親族の反対を押切って日本からやってき

たら，こちらに本妻がいて日本に帰るに帰られなくな

ったとか、寂しい境遇．の人たちが，園のお陰で小ぎれい

に住まわせてもらっているのである．

　本報告の主題は子どもであるけれども．同じ福祉に

関する問題として、今いったような立場の日本女性が

韓国の方々の温かいお世話を受けていることを，感謝

の気持と同時に、責任のようなものを感ヒてご報告す



る次第である．

　儒教とキリスト教

　韓国にはキリスト教を信奉するノ∫が多い．咋年10月

残念なことに亡くなられた、私か懇意であった釜山幼

稚園の李襲姫女史も，キリスト教の信者であられた．

　この国で仏教は、高麗（こうらい）時代に山中にこも

ってしまい，一・般ノgの生活から遠ざかり，その代リに

儒教が取ヒげらtLて．人々の心を律するようになった．

いっぼう李朝となって．新たにキリスト教がはいり，

宗教として人々の心をとらえ，その傾向が今日まで’続

いている．この点、仏教か常にEl本人の生活とともに

あったのと、近隣国同士ながら大へんに違うところな

のである．

　ノごカ・ら韓｛司で．は，　日～ドよりも1需教三亘1恵白勺なき吉神力：感

じられる．その一’面．日本よりもバタ臭いふんい気が

人々の言葉や考えのなかに時おり現れるのは，キリス

ト教を介して，西欧的なものが精神のなかにはいり込

んでいるのだと思う．事実、キリスト教信者は韓国の

ほうが日本よりもはるかに多いそうである．

　李先生と子どもたち

　今回，萬先生・白先生の一方ならぬご好意により．

韓国の児童福祉ならびに社会福祉事業の一端をのぞか

せていただいた．

　と二ろで私は、一昨年，昨年にも韓国を訪れている．

一昨年は幼稚園の先生戊∫の夏季講習会に出て，お話を

して先生方のふんい気に触れた。昨年は釜山幼稚園の

李東姫先生の保育を見せていただいた．

　今・年の愛郷r一どもの家では保育の実際は見ていない

柑界：・”児■t母牲

　1：どもの作品コレクシ三ンと手：先生

ので．1・t女史のものだけか韓国で見た実際の保育活動

である．1’私はいつも夏休．みに行くのて．このようなこと

になる」今は亡き先’kを追悼する気持をもって数行を

加えたい．

　女史の保育が自然で．生きΨきと」㌘どもをとらえ、あ

たかもかれらをおのすから操るようなエレガントさの

あったのは印象的であ’．，た．李先生がピア／を弾くと，

その音は高く空間に盛ヒかるように背く、ふとその弾

く手をやめて，この60歳の先生か身軽にさりげなく床

のうえに座る．するとf・　yもたちはさっと波のように、

先生を頂点としてすそ広がりに集．．・てきて座る．次に

先生と園児との話合いか．ごく自然に発展していくの

である．

　了・どもたちははしゃいだリ、むりにうれしそうな顔

もしないけれど，静かななかに限りなく’ド和で満足そ

うに見えた．

　韓国の保育にも多分、どこにもあるように足りない

と二ろはあろうか，李先生に代表されるたくまさ．るf申

びやかさ、静かな優しさかたたえられているだろう，

と想像するのである。
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フランスの子ども
一育児と教育一

　　彼1「

　　　　　　れい　　　　し　　　　ろうてら　　　　Jlア　

寺　内　礼　治　郎
中央大学教授

　フランスの子ども

　西ドイツ．イタll一あるいはスペインに行って，フ

ランスにもどったときいつも感じたのは、子どもの姿

を通りで見かけないことであった．他の国に比べて、

子どもの数が少ないのではない．それでいて，通りで

群をなして遊んでいる姿を見かけることは，本当にま

れなのである．スペインでもドイツでもよく夜遅くま

で、子どもたちが通りで遊んでいる姿を見かけたもの

であった．私が住んでいたパリ西北のアニエール市で

も，子ども特有のかん声や叫び声を耳にすることはほ

とんどなかった．通りが子どもの声でちょっとやかま

しいな．と思うと，必ず通りの両側に立並ぷアパルト

マン群の窓がいくつか開いて，おとなのどなり声が聞

えてくる．「静かにしろ」，「やかましい」、「あっちへ行

け」．子どもの生活空間が非常にせばめられている感じ

がしたものである．

　それだけではない．デパートやレストランに出かけ

ても，幼児以上の子どもを同伴している親たちの姿を
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エコルマテルネルで．「今日のエコ’レマテtLネル」所載

あまり見かけない．たまにレストランで子どもが親と

同席していても．両親は子どもの存在など一向に気に

かけない．ふたt）で勝手におしゃベリを楽しんでいる．

子どもは両親のやりとりを見ながら，黙って食事を口

に運んでいる．

　フランス人とかなり親密な関係になると，かれらは

きまって家族同伴で夕食の招待をしてくれる．あらか

じめ私たちの子どもの年齢を聞いておいて、年齢相応

の子どもを話し相手に用意して待っていてくれる．自

分の子どもだけでなく，親類の子ども、近所の子ども



の場合もある．子ども同士で遊べるように気を配って

くれる．そしておとなはおとなだけでおしゃべりに興

じる．フランスの夕食は日本に比べて遅く．招かれる

時刻は午後8時かち8時半である．その家を辞するの

はいつも1～2esを過ぎてしまう．子どもがソファで

寝てしまっても一向に気にしないし，また失礼でもな

い．話のきりがつくまでは帰ることもできないのであ

る．ここでは、子どもの世界とおとなの世界は、完全

に分離されており，「おとなの世界」主導型の社会なの

である．

　保育施設

　フランスでは，働く女性の存在は今では至極当り前

のことである．若い女性だけではない．中・高年層の

就業人ロはかなり高くなっている．朝、メトロやバス

に乗ると，さまざまな年齢層の女性が乗車しているこ

とに気付く．日本のように若い女性だけということは

ない．ひと昔まえまでは，フランスの女性は日本同様，

家庭にとどまり、家事・雑用に追われていたといわれ

る．パリ大学の某教授は言う，「この傾向は高度成長の

始った10数年前から特に著しい．バリ郊外に大団地が

ちょうど造成され始められたときに当る」．慢性的な経

済不況のなかで、物価高にあえぎながら，共働きをせ

ざるを得ない家庭が増加していることは事実である．

現在，パリでは親子4人で5，000フラン（25万円前後）

が1か月当Oの生活費として必要だといわれている．

2，000フラン（10万円）一一3，0eoフラン（15万円）の月収が

大部分の庶民にあっては，共に働かなくては生活を維

持することが困難となる．

　まだ月が輝き、自動車やバスがライトをつけて疾走

Pt

世界の児童と母性

巧
一

げ
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　ブーローニュの児童遊園．バリ

している午前7時まえ（秋から冬にかけてパリの日の

出は遅く．9時近くならないと太陽が昇らない）に，

幼児の手を引いて忙しく通りすぎていく若い母親の姿

をよく見かけたものである。

　0歳～3歳児を預る施設は、大別して3種類ある．

法的にはいずれも健康省（日本の厚生省に当る）の監

督下におかれている．直接的には市区町村単位に組込

まれている．費用が安く，設備も保母もともに優れて

おり、最も安心して預けることができるといわれてい

るのが，公営の施設（les　cfeehes）である．しかし施設

数に限1）があり，入所希望者が多いためになかなか入

所できないという難点がある．妊娠したことがわかっ

たら，すぐに登録したほうがよい，といわれるのはそ

のためである．優先される入所条件としては，①夫婦

共働きで収入が少ない，②母子家庭あるいは未婚の母

親で，働かなければ生活できない経済的事情、③夫か

妻のいずれかが学生で，いっぽうが働いている、④夫

婦とも学生，などを挙げることができる．

　公営の保育所に準ずるものとして、当局（市区町村

段階の）が公認した私立の保育施設もある．多くは慈
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善団体が経営している．託児時間は両者とも原則とし

て午前7時～午後6時半で．週5日制（水・日曜日休

み）である．保育料は前者に比べて後者のほうが倍近

く高い（前者の1日13フランに対し，後者は25フラン

前後｝．

　第3の保育施設としては，家庭の一部を開放して子

どもを預る，いわゆる無認可保育がある．これは費用

が最もかかり，ミルク・幼児食を持参する場合が多い．

しかし時間的にはかなり融通が利き，事情によっては

夜遅くまで，または朝早くから預ってくれるという利

点がある．

　3歳～6歳児（場合・によっては2歳児から）を預る

保育所はIes　gardries　d’enfatitsまたは1es　jarditis　d’en－

fantsといい，大部分が私立で，健康省管轄である．

さまざまな作業と遊びを通して，身体的・心的能力の

発達を目差した施設である．後述の幼稚園の絶対数が

足りず，また1日の在所時間が長い〔午前7時～午後

6時半）こともあって，働く親たちにとっては望まれ

る施設となっている．

　幼稚園

　フランスの教育制度は大別すると．初等教育・中等

教育・高等教育の3段階になる．初等教育には幼稚閲

も含まれるので、年齢的には，フランスでは満2歳か

ら教育対象者となる．幼稚園（les　6col’es　maternnel－

les｝は直訳すれば「母親代1）の学校」ということになる．

初等教育は2歳～6歳の幼稚園と6歳～11歳の小学校

（5年制）に分れ，それぞれ独立した建物であるが．小

学校に付属した幼稚園（「幼児クラス」という｝も存在

1ている．
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　ブーローニュの児童遊閲．ハり

　幼稚園には公立・私立の別があるが，数のうえから

みれば，公立幼稚園が7対3の割合で多く，私立の場

合は，多くはカトリック系である｛フランス人の90％

はカトリックだといわれているL幼椎園の絶対数が少

ないために，地方にいくと，4，5歳児でも小学校に

入学しているケースがみられる．日本と異なt）　，6歳

入学の原則は必ずしも守られておらず，簡単なテスト

に受かれば4歳児でも小学校入学を認められる場合も

あると，プルゴーニュ地方のリセ〔高校）の教師が話

してくれた．

　7ランスの学校は，他の欧米諸国と同様，9月新学

期なので，幼稚園登録は6月・7月に行うのが普通で

ある．入園の資格・条件は厳しくなく，国籍を問わず

受入れてくれる，ただ2歳で入園させる場合は，排泄

習慣が確立されていることが条件となる．

　幼稚園はフランスでは初等教育の一貫として位置づ

けられているが、もちろん「義務制」ではない，義務

教育期間は小学校入学の6歳から16歳までの10年間で，

日本よりも1年長い．1日の在園時間は日本に比べる

と長く，1週27時間で週5日制，土曜日は午前中であ



る．昼体みは2時間で，原則として家に帰って食事す

ることになるが、最近では，事情によ’って給食も行わ

れている．経食に2時間取るとL・うのは、フランスの

長い風習で．子どもだけでなく．親もかつては2時間

の休みを刊用して、家に帰ったものである．したがっ

て昼食か家族だんらんの最高の食事であった．近来、

首都圏か拡人さiL．通勤圏か広かるに連れて．この風

習はかなり薄れてきている．幼稚園の始業は午前8時

半から9時で，終業は午後4時半ないし5時てrある．

母親が働いている場合，．キ稜7時までの延長を認める

幼稚園もあるという．

　フラン．スにおける幼稚園の役割は．それぞれの子ど

もに最もふさわしい未来を準備すること，言摸えれは

ひとりひとりの可能性を最大限に伸ばす手段を与・えな

から．出発の時点での発達の【lr能性を．’ド等にすること

にある．1968年のアミアン会議では、幼柑園に限らす．

すべての教育制度のための目標を次のように定めてい

る．「ひとりひとりのrどもの変容の能力を．仲ばすこと．

知識の習得や学ひノiを習う二となどは．もはや本質的

な問題ではない．問題はf’どもがいかに成長するかを

学ぷことである」．この精神に治って，幼稚園では人格

と社会’性の形成に重点かおかれLそのために話しこと

ばの学習，絵画・歌・工作などを通してのさまざまな

表現能力の開発、思考・推理の形成および体育などが

具体的なカリキニラムとなっている．

　遊び場

　前述したように，通りでrどもか遊んでいる姿を見

かけないといっても，f：どもの．世界かないわけではな

い．市区町村単位で．どこの地域にいっても．緑に覆

パ
r°

”
ηハ》

　パン七ンヌゾ）森のハンダハdJ

われた広場や小公園があちこちにある．それは．老人の

憩いの場であるとともに，1㌘どもの遊び場でもある．

サ．・カー－1．二興しる少年、群をなして遊び回る少女、ぶ

らんこやンーソー．砂場で元気よく遊ぷ子ども、ど二

の国でも見かける光景がそ二にある．小学生以上には

さまざまなスポーツ施設か提供されており、使用料は

きわめて低廉である．

　耕地可能而積か全．1二の80％を超えるフランス［日本

は10％台1で．は．バリをどのノ∫向に離れても．30分と

たたないうちに，川、森林、’ド坦な農地を見ることか

できる．バ11ri“klには森林公園ともいえる2つの大き

な森か東西に存在している．動物園・植物園・児童1遊i

園．きま吉まな大公園・大庭園が子どもに格好の遊び

場を提供している．

　夏・冬のバカンスには．コロニー｛日本の林間・臨

海学校〕が地域二とに開設されていて，長期間、自然

を背景ヒして，心身の育成か力』われている．地域社会

か∫と．もを育成する伝統と力をも一．ているフランスて

は、㌢：校た：†にLつ：tを含めた教育を任せていないの

てある．
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インドの
建設現場の託児所

やま

山
口
口

≡
真

ユネスコ・アジア文化センター
文化事業課長

移動託児所とその関連事業

　移動図書館・移動劇場・巡回診療所などは日本にも

なじみがあるが．インドには建設請負業者が建設現場

に設けている移動託児所（モーパイノレクレシュ：mo－

bi］e℃r§che．｝がある．「貧困は不道徳である」と．この

移動託児所の創設者，メーラ・マハデパン女史（Mee－

ra　Mahadevan）は言っているが，移動託児所はイン

ドの貧困との闘いのなかから生れたものである．なん

世紀ものあいだ，親か壮麗な都市建設に従事するいっ

ぽうで，かれらの子どもは道路の端に寝かされていた．

人々はぼろ布の傍らを通るとき．泣声が聞えなければ、

そこに」㌧どものいることに気づかない．このようなこ

とはニューデリーだけではなく，インドの全域に見ら

れる状態であった．

　この問題を解決するため．建設現場に移動託児所が

設けられたのであり，0歳から12歳のr一どもを収容す

るため．託児所と，学校センターtsch〔｝ol　centre　．］の

事業か行われている．ここには0歳～3歳1把グループ

30

の託児所，3歳～6歳児の保育クラス（nursery　class）

と，6歳～12歳の学童のための小学校クラスlelemen－－

rary　class｝の3つのセクションかある．さらにこれだ

けでなく，∫㌧どもと母親の日常的な接触の必要性から，

成人教育プログラムが併行Lて行われている．

　託児所（0歳～3歳児グループ）

　建設現場で託児所用にと充てかわれている場所は，

たいてい条件のよい場所ではなく．まだ完成していな

い超高層ピルの地下であったリ，18階であったりする．

振動がひびき、ほこりの舞いltかるなかで保育活動を

続けるとき，職貝はその場所を快適に保つよう最善の

努力を払い，かさかさした環境を少しでも豊かにする

ために．fどもの描いたカラフルな絵を張って所内を

飾る．またゆりかごやべ・・ドには，かわいらしいモピ

ー
ルを｝：からつるし．おもちt’と名のつくものをたく

さん周1）に置いている．1か所にf’どもか50人収容さ

れているとして，標準予算が10ルピーあれはr、おもち

ゃを十分与えることかできる．

　ここに来る乳幼児は，生後3～4週間で．ほとんど

が栄養不足のため，初めに健康診断を受け，巡回医師

の指示で食事療法が採られる．たいていの乳児にはミ

ルクとビタミン剤か与えられ，必要に応ヒて高タンパ

ク食も与えられる．医師か託児所を訪れるのは週1回

だけだが，託児所の責任者と栄養1．：が，乳児の成育状

況を細かに観察している．

　」：どもは母親にほとんどかまってもらえないので．

託児所が家庭的なふんい気を与えるよう心がけている．

そして∫・どもの身体的発達はもちろんの二と，情緒的

にも知的な面や社会的な1緬においても発達か促進され
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るように，あらゆる努力がなされている．たとえば託

児所では子どもに耳憤れた昔からあるわらべ歌を流し

ているし，子どもの言葉を豊富にするために乳児にも

意識的に話しかけている．

　移動託児所は，衛生設備のない，非衛生的環境のな

かでの保育活動のため，所内の衛生水準を維持するこ

とにたいへん苦労している．以前は幼児がトイレとし

て使える場所がほとんどなく，それをどうにか間に合

せ，その排出物を衛生的に処理する方法を考えねばな

らなかった．託児所内で行われるプログラムは、どれ

も家庭でできるものがほとんどである．

　保育学級（nursery　ctaSSt　3歳～6歳児グループ）

　貧しい国々では，保育学級はぜいたくだと考えられ

ているが，それは，今まで保育学級というと，高価で

いろいろ備品を備えているのが普通で，財源の限られ

た団体にはとても手が出なかったからである．

　インドには現在，社会福祉省の援助を受けた保育学

級が数千もある．しかし備品不足のため，理想的な運

営とはいいがたい．このような保育学級が子どものた

　　　　　　　　　　　　　　　　　世界の児鼠と母性

めになるのか．子どもはほうっておいたほうが自然か

ら多くのものを学ぷのではないか，という声が再三あ

がっている．こうした疑問に揺れ動きながら，3歳か

ら6歳までの子どもに，発達に必要な刺激を与えるた

めにいろいろ考え，その土地特有の安い素材や，廉価

な方法を取入れている．保育学校で使っている教材は

ポール紙，グラフ用紙，たこ用の紙，木製ビーズ．は

さみ．黒板，石．木の葉、花．合成粘土の代りに陶土，

縫いぐるみ人形，古いサリー，積み木などで，その他

にもその土地特有の，ただ同然の品物を使っている．

　地域特有の習慣や祭礼はお話の題材として利用し、

物語風な民謡は歌唱指導に取入れている．このよう

に文化的に親しみのもてる方法を採っているため．教

師にも次々に試してみようという気を起させ，子ども

もそれに満足している．保育学級のセクションでは、子

どもの日常生活に根ざしたプログラムが行われておt），

どんな方法でも，インド流に直してから採用している．

　小学校クラス（elomentary　school，6歳～12歳児

　グループ）

　財源があろうとなかろうと，どんな子どもも幸福な

子ども時代を過す権利がある．0歳から6歳までの乳

幼児に関してはその解決策が考えられているが，同じ

ように機会を奪われている6歳から12歳までの子ども

の要求をも満たしてやらねばいけない．託児所がない

場合は，いつも年長の子が赤ん坊の世話をし．家事も

やっている．したがって当然のことながら，かれらは

学校に行けない．たとえ親が子どもを教育しようと決

心しても、解決しなければならない問題が多い．

　デリーでは小学校教育は無料で行われ，社会経済的
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　姻のなかで遊ぷ丁ども．デリー

に下層階級の家庭の子どもは，教科書と制服が無料で

支給される．しかし残念なことに，社会の最下層の人

人は完全な文盲であり，都市における市民生活とは無

縁の存在であるため、このような機会が与えられてい

ることさえ知らない．そのようなわけで，趣旨は良く

ても，実際には，政府が最下層の人にまで手を差伸べ

ていることにならなかった．

　そこで移動託児所が乳幼児の世話をするときには，

その兄弟姉妹を小学校セクションに入れて，地域の小

学校に編入できるよう準備指導している．移動託児所

は当初から地域の小学校に相当する小学校を運営する

ことをせずに，子どもが小学校にはいってやっていけ

るよう援助するにとどめた．

　そういう子どもは移動託児所の開く教室にはいって．

数と文字の基礎知識を覚える必要がある．移動託児所

は地域の小学校になん百という数の子どもを送出して

いる．8歳かち12kまでの子どもには集中的な教育プ

ログラムが作られているので、年齢相応の学年に編入

できることが認められている．

　インドにおけるもうひとつの問題は学童の落ちこぼ
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れである．小学校に福入された子どもの約80％が，さ

まざまな理由で落ちこぼれている．その最大の理由は

貧困である．移動託児所の調査では，文盲の両親をも

ち，家庭のふんい気が殺伐とした子どもは．学業に遅

れを取る．そこで移動託児所は小学校に通う子どもに

引続き特別指導している．毎年，夏休みに開放して，

そのような子どもがクラスのみなに追いついていける

よう指導している，貧困のために知識が不足する子ど

もには，その不足を補うための方法が，いくつか採ら

れている．たとえば、史跡・博物館・郵便局・鉄道の

駅などを訪問することがカリキュラムに組まれている．

　移動託児所は多くの問題を抱えているが．そのなか

で最も難しい問題は，世間の態度である．ここに来る

子どもたちが常にアウトサイダーの存在であるという

ことである．このような子どもは社会の一部として認

められていなかったのである．例を2、3挙げると．

建設現場に託児所を開くときはiそこの建設請負業者

に設置場所を一任しなければならなかったが、ドアが

なかったリ，窓や床のない場所が充てがわれた．建設

現場で働く技師などは，このような子どもたちが設備

の整ったまともな場所を必要としていることに思いも

つかなかったのである．そこで移動託児所は開設場所

を，かぎがかかり，掃除しやすい床があ‘），雨漏りの

しない建物と指定するようになった．

　母親集会（motheピs　meetings）

　母親集会は現在、移動託児所の活動のなかで，一般

によく知れわたったもののひとつである．集会は料理

講習会から始った．当初は遠くから様子をうかがう人

が多かったが，やがて母親たちのはにかみと疑いの目



畳寝の時間．移動保育所

が消え，若い職員と冗談を交わすようになった．そし

て月1回の集りを楽しみに待つようになった．

　そうなると・母親たちは料理講習会の材料の準備を職

貝に任せたがらなくなり，自分自分の家から料理器具

や材料を持寄e）　、手助けするようになった．テーマは

栄養教育に始って，子どもの世話や保健衛生，離乳食，

妊婦や授乳中の婦人のための食事へと移っていった．

　教育プログラムのなかに，模擬選挙など政治問題を

テーマに取上げて，著名人をゲストに招くこともある．

　移動託児所の成人読み書きセンター（adult　literary

centre）が行う読み書き教室はあまり人気がないが，

一般集会には人がずっと多く集る．最も人気のあるの

は演劇グループの演じる劇である，一般集会では宗教

的な問題から始って．社会的・政治的問題に発展する

指導を行っている．季節労務者よりもスラム街住民の

ほうが早く進歩している．

　地域社会とより多く接触しようとする解決方法は他

にもたくさんある．社会参加〔community　involvement）

という言葉は，ソーシャルワークの分野で最も論議を

呼んでいるものであるが，ここでは昔からインドにあ

世界の児鼠と母性

る簡単な歓待方法を取入れて，地域杜会に参加できる

ようになった．職員がスラム街労務者宿舎に行くとき

は，ゲストとして行くことにしている．職員が労務者

宿舎に行くことには．請負業者も労働者も賛意を示し

た．しかしスラム街には招待してくれと頼んでから訪

問する．そうすることによって，スラム街の人々は自

分たちが託児所職員にとって重要な存在であt）　一信頼

されているのだという気持になるのである．このなん

でもないことの積重ねによって，スラム街の住民の協

力を十分受けることができるのである．

　Lok＝Doot

　Lok－Dootは移動託児所が啓発活動を目的としても

っている劇団で，読み書きプログラムにさまざまなか

たちで協力し，参加者を刺激して教育する．1977年に

発足した．団員のほとんどが移動託児所の才能ある職

員である．Lok－Dootは娯楽的なものを演ヒるのでは

なく、教育の重要性や，日常生活のうえでの教育の必

要を強調した寸劇を企図している．1．nk－DOotは時に

は民話をもとにした子ども向け劇や、労働現場で起き

る事件を主題にして演じ、観衆に親しまれている．

　インド政府は第5次計画で託児所プログラムを優先

的に取扱っており，移動託児所は現在，福祉省から多

額の助成金を受けている．この助成金により，請負業

者がたとえ金銭的援助を拒んでも，移動託児所は労働

現場で活動できるようになった．

　移動託児所の目的は、活動を通じて，地域社会を教

育することにあるのだ．

●この此PtitMr8．｛v扉口かaニセフの醐誌iASsignmenl　CMIdtvn．：a4．

19TTJに帯鴇した鎗文に負うと二ろh・多、、．
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　台北市の児童

　台北（タイベイ）市は台湾の北部に位置する，人口

約215万人で、政治・経済・教育・文化・産業・交通

などの中心となっている．行政院直轄の特別市で、面

積275．9km2．人口密度のかなり高い都市である．

　児童教育は就学前教育と国民教育の2段階に分れる．

就学前教育はほとんどが私立である．国民教育儀務

教育）は大部分が公立で、6年の年限を9年に延長し

て，すでに10年過ぎた．前期の6年を国1“小学と称し、

後期の3年を国民中学という．

　台北市には国民小学が121校あり、11校が私立で、

その他は公立．英才教育と各種障害児教育は，私立も

あるが．主に公営．就学率は小学で99．9％，中学で98．82

％，かなり高い普及率である．政府の年間予算は憲法

に基づいており，台北市は25％を教育に注いでいる．

　ここで付け加えて述べると，国の経済成長率は過去

20年間の平均で8．9％，日本に次いで世界第2位である．

国民所得も急カープを描いて上舛し，昨1978年には1
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人当り平均1，304ドルに達している．経済先進国の列に

加わる日もそう遠くないだろう．

　林さんの家庭

　ここに2つの家庭を紹介しよう．

　1つは林有為さんの家庭．林さんは38歳，妻の淑恵

さんは2つ年下，共に終戦を学童初期で迎えた．中・

南部の貧農の子である．戦後の土地改革で初めて自分

の田畑をもったかれらの親は、自分よりも幸せにとの

念願を子どもに托し，チャンスに富んだ戦後社会に送

り出した．

　2人は勤務でエリートコースを進んできた．有為さ

んは台湾大学卒で、大建材工場の工場長，淑恵さんは

師範専科を夜学で卒業し、小学校の教務主任〔教頭｝

である．校長を目差して職務に研究に．また読書に励

んでいる．林さんの級友も各自の志望と機会により、

政法・経済金融・医薬・文教界で，重要ポストに就い

て活躍中．杜交は級友や同僚が多いが、顔は広い．子

t

公1司のローラースケート場




